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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成20年12月25日(2008.12.25)

【公表番号】特表2008-518606(P2008-518606A)
【公表日】平成20年6月5日(2008.6.5)
【年通号数】公開・登録公報2008-022
【出願番号】特願2007-539427(P2007-539427)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｍ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｍ   3/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｐ
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月7日(2008.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造マトリックスを、幹細胞または前駆細胞上に発現されるレセプタである該レセプタ
の単離されたリガンドまたは該レセプタへの結合ドメインを含むその断片でコートする工
程を含む、インビボ埋入用構造骨格の作製方法。
【請求項２】
　構造骨格が心臓の弁または血管構造骨格である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　構造マトリックスが生分解性である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記リガンドが、間質由来因子１、幹細胞因子、ＶＣＡＭ－１、フィブリノゲンのＰ１
領域およびフィブリノゲンのＰ２領域からなる群より選択される、請求項１～３いずれか
１項に記載の方法。
【請求項５】
　構造マトリックスを化学誘引物質因子または動員因子でコートする工程を含まない、請
求項１～４いずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　構造マトリックスを１種類以上の化学誘引物質因子および／または動員因子でコートす
る工程をさらに含む、請求項１～５いずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　構造骨格のマトリックスを、該リガンドまたはその断片と構造マトリックス間の相互作
用を助長する１種類以上のタンパク質で予備コートする工程をさらに含む、請求項１～６
いずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　該リガンドまたはその断片と、構造マトリックスとの相互作用を助長するタンパク質と
をマトリックス上に融合タンパク質としてコートする、請求項７に記載の方法。
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【請求項９】
　該助長タンパク質が、フィブロネクチン、コラーゲンおよびフィブリノゲンからなる群
より選択される、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　該リガンドまたはその断片が前記構造マトリックスにリンカーアームによってコートさ
れる、請求項１～９いずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　構造マトリックスが、非架橋プロテーゼまたは無細胞化大動脈根である、請求項１～１
０いずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　構造マトリックスを該単離されたリガンドまたはその断片でコートする工程が、化学的
架橋によって、または該リガンドまたはその断片を含む溶液を該マトリックスに含浸させ
ることにより行なわれる、請求項１～１１いずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　構造マトリックスを、幹細胞または前駆細胞上に発現されるレセプタである該レセプタ
の単離されたリガンドまたは該レセプタへの結合ドメインを含むその断片でコートする工
程から本質的になる、インビボ埋入用構造骨格の作製方法。
【請求項１４】
　構造マトリックスを含むインビボ埋入用構造骨格において、前記マトリックスが、幹細
胞または前駆細胞上に発現されるレセプタである１種類以上の該レセプタの単離されたリ
ガンドまたは該レセプタへの結合ドメインを含むその断片でコートされることを特徴とす
るインビボ埋入用無細胞構造骨格。
【請求項１５】
　前記構造骨格が血管または心臓の弁の構造骨格である、請求項１４に記載の構造骨格。
【請求項１６】
　前記リガンドが、間質由来因子１、幹細胞因子、ＶＣＡＭ－１、フィブリノゲンのＰ１
領域およびフィブリノゲンのＰ２領域からなる群より選択される、請求項１４または１５
に記載の構造骨格。
【請求項１７】
　化学誘引物質因子および／または動員因子をさらに含む、請求項１４～１６いずれか１
項に記載の構造骨格。
【請求項１８】
　該リガンドまたはその断片と構造マトリックス間の相互作用を助長する１種類以上のタ
ンパク質でさらにコートされた、請求項１４～１７いずれか１項に記載の構造骨格。
【請求項１９】
　構造マトリックスが、非架橋プロテーゼまたは無細胞化大動脈根である、請求項１４～
１８いずれか１項に記載の構造骨格。
【請求項２０】
　該リガンドまたはその断片が構造マトリックスに化学的に架橋される、請求項１４～１
９いずれか１項に記載の構造骨格。
【請求項２１】
　移植片用の構造マトリックスと、幹細胞または前駆細胞上に発現されるレセプタである
１種類以上の該レセプタの単離されたリガンドまたは該レセプタへの結合ドメインを含む
その断片とを含む、構造骨格の発達のためのキット。
【請求項２２】
　移植片が血管または心臓の弁の形態である、請求項２１に記載のキット。
【請求項２３】
　リガンドが、間質由来因子１、幹細胞因子、ＶＣＡＭ－１、フィブリノゲンのＰ１領域
およびフィブリノゲンのＰ２領域からなる群より選択される、請求項２１または２２に記
載のキット。
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【請求項２４】
　幹細胞または前駆細胞上に発現されるレセプタである該レセプタの単離されたリガンド
または該レセプタへの結合ドメインを含むその断片の、埋入可能なデバイスの作製のため
の使用。
【請求項２５】
　デバイスが心臓弁または血管移植片である、請求項２４に記載の使用。
【請求項２６】
　ａ）構造骨格を請求項１４に従って動物またはヒトの身体内に埋入する工程、
　ｂ）前記構造骨格への細胞の付着を可能にする工程、および
　ｃ）前記動物またはヒトから前記構造骨格を回収する工程、
　を含む、幹細胞および／または前駆細胞の富化のための方法。
【請求項２７】
　幹細胞または前駆細胞上に発現されるレセプタである該レセプタの単離されたリガンド
または該レセプタへの結合ドメインを含むその断片の、疾患状態もしくは損傷状態の組織
、管、または器官の処置のための構造骨格の製造のための使用。
【請求項２８】
　疾患状態もしくは損傷状態の組織、管、または器官の処置のための、幹細胞または前駆
細胞上に発現されるレセプタである１種類以上の該レセプタの単離されたリガンドまたは
該レセプタへの結合ドメインを含むその断片でコートされる構造マトリックスを含む、構
造骨格。
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